
いっぱん質問

都
市
部
で
は
、
連
日
の

よ
う
に
犯
罪
や
事
件
が

多
発
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
賑

わ
し
、
不
安
感
が
拡
散
し
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
間

関
係
の
希
薄
化
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

最
近
の
本
町
で
は
、
幸
い
そ

の
よ
う
な
出
来
事
は
無
く
、
安

全
・
安
心
な
町
と
自
負
し
て
い

ま
す
が
、
将
来
に
亘
っ
て
こ
れ

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
引
き

続
き
ど
う
非
行
や
犯
罪
を
予
防

し
て
行
く
か
、
町
長
、
教
育
長

の
考
え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
特
に
都
市
部
で
顕
著

に
な
っ
て
い
る
再
犯
率
の
上
昇

に
対
し
、
国
が
平
成
２８
年
１２
月

に
「
再
犯
防
止
推
進
法
」
を
施

行
し
、
各
自
治
体
に
「
地
方
再

犯
防
止
計
画
」
の
作
成
を
促
し
、

再
犯
率
の
上
昇
を
抑
え
込
む
方

針
を
指
示
し
た
と
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

関
係
機
関
と
協
力
し
、

防
犯
意
識
の
高
揚
に
努

め
る

西
山
町
長　

「
明
る
く
住
み
よ

い
町
」
を
目
標
に
、
町
防
犯
協

会
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
域

安
全
運
動
街
頭
啓
発
な
ど
行
っ

て
お
り
、
保
護
司
会
に
お
い
て

も
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
な
ど
犯
罪
予
防
の
啓
蒙
に

努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
防
犯
意
識
の
高
揚

に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
町
を

維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
地
方
再
犯
防
止
計
画
」
に

つ
い
て
は
、
策
定
済
み
の
自
治

体
は
少
な
く
、
計
画
の
概
要
さ

え
浸
透
し
て
い
な
い
現
状
で
す
。

本
町
と
し
て
は
、
今
後
、
道
の

計
画
策
定
を
待
っ
て
検
討
す
る

方
向
で
す
。

本
間
教
育
長　

本
町
で
は
子
供

達
の
健
全
育
成
を
目
指
し
、「
挨

拶
運
動
」に
取
り
組
み
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
交
え
た
教

育
相
談
体
制
を
整
え
、
家
庭
と

の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
子

供
達
や
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
犯
防
止
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
へ
の
参
画
を
通

じ
、
地
域
社
会
の
機
運
の
盛
り

上
げ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

関
係
機
関
を
一
堂
に
会

し
、
懇
談
会
の
開
催
を

成
澤
議
員　
防
犯
に
取
り
組
む

関
係
機
関
・
団
体
が
一
堂
に
会

し
、
懇
談
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

横
の
連
帯
が
生
ま
れ
、
更
に
有

機
的
な
活
動
が
期
待
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
。

「
青
少
年
育
成
町
民
会

議
」
の
活
用
を

本
間
教
育
長　

「
青
少
年
育
成

町
民
会
議
」
と
い
う
組
織
が
あ

り
、
保
護
司
会
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。是
非
、活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

社
明
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

式
に
町
民
参
加
を

成
澤
議
員　
毎
年
７
月
は
法
務

省
の
提
唱
す
る
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
強
化
月
間
で

す
。
本
町
で
も
「
内
閣
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
の
関

係
者
の
み
で
は
な
く
、
町
民
も

参
加
で
き
る
開
か
れ
た
伝
達
式

と
し
て
は
と
思
い
ま
す
が
。

来
年
度
に
向
け
実
施
を

検
討
す
る

西
山
町
長　

町
民
に
周
知
し
て

伝
達
式
が
行
わ
れ
れ
ば
、
再
犯

防
止
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
に
向
け
て
検
討
し
、

実
行
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

成澤五郎  議員

＆

15

ここに掲載されている質問及び答弁は、一般質問を行った議員が個々にその要旨をまとめたものです。

非
行
や
犯
罪
の
予

防
、
再
犯
防
止
に

対
す
る
町
の
取
組

み
に
つ
い
て

西
山
町
長

本
間
教
育
長

成
澤
議
員

本
間
教
育
長

成
澤
議
員

西
山
町
長
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「
社
明
標
語
入
り
ポ
ス

タ
ー
展
」
に
知
中
生
が

入
賞

成
澤
議
員　
８
月
に
中
央
公
民

館
で
「
社
明
標
語
入
り
ポ
ス
タ

ー
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。優

秀
賞
、
最
優
秀
賞
に
知
内
中
の

生
徒
の
作
品
５
点
が
入
賞
し
ま

し
た
が
、
教
育
長
の
感
想
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

人
間
性
の
尊
重
や
未
来
の

可
能
性
を
感
じ
る
作
品

本
間
教
育
長　

一
点
一
点
の
作

品
か
ら
、
人
間
性
の
尊
重
や
人

と
の
繋
が
り
、
未
来
へ
の
可
能

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
教
育
的

な
風
土
が
作
品
に
繋
が
っ
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

尊
い
活
動
を
支
え
て
い
き
た
い
。

今
年
度
の
町
行
政
執
行

方
針
の
中
に
、「
安
心・

安
全
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く

り
」
と
い
う
事
を
掲
げ
て
お
り

ま
し
た
。

何
か
災
害
が
起
き
る
と
、
そ

の
避
難
所
ま
で
い
ち
早
く
一
時

避
難
を
す
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

そ
こ
ま
で
の
道
路
が
整
備
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
迅
速
に
避
難

で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
避
難
道
の
整
備
や

見
直
し
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
町
内
会
に
お
い
て

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

町
全
体
で
行
う
事
に
よ
り
、
避

難
場
所
、
避
難
道
や
そ
の
他
の

問
題
点
に
つ
い
て
、
よ
り
効
果

的
に
把
握
で
き
る
と
こ
と
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
一
年
に
一
度
、
町
全
体
で

防
災
訓
練
を
行
っ
て
は
い
か
が

か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

新
規
の
避
難
路
整
備
は
、

慎
重
に
対
応

西
山
町
長　

現
在
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
津
波
の
第
１

波
の
到
達
予
測
時
間
が
７６
分
と

想
定
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
大
き
く
潮
位
の
変
化
を

観
測
し
た
の
は
、
発
生
か
ら
約

５
時
間
後
で
し
た
。

新
規
の
避
難
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
建
設
費
や
維
持
コ
ス
ト
、

ま
た
、
あ
る
程
度
の
避
難
時
間

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
避
難
路
の
新
設
は
、

慎
重
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
町
内
会
で
防

災
会
議
が
組
織
さ
れ
、
団
地
高

層
階
へ
の
避
難
訓
練
や
地
域
の

高
台
へ
の
避
難
訓
練
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
情
に
あ
っ
た
実
践

的
で
自
主
的
な
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
る
中
、
町
全
体
で
の
防
災

訓
練
に
つ
い
て
は
、
日
程
調
整

や
訓
練
内
容
の
整
理
な
ど
課
題

が
多
く
、
今
少
し
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
防
災
の
日
」
を
設
け
、

合
わ
せ
て
避
難
訓
練
を

山
田
議
員　
防
災
訓
練
を
各
町

内
会
単
独
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

避
難
場
所
や
避
難
道
が
混
雑
す

る
こ
と
も
な
く
、
問
題
点
も
見

え
て
き
ま
せ
ん
。

本
町
の
「
防
災
の
日
」
設
け
、

そ
の
日
に
合
わ
せ
て
防
災
訓
練

が
で
き
れ
ば
、
町
民
の
防
災
意

識
も
高
ま
り
、
道
路
が
混
雑
す

る
だ
と
か
、
駐
車
場
が
狭
い
だ

安
心
・
安
全
な
町

づ
く
り
に
つ
い
て

成
澤
議
員

本
間
教
育
長

山田顕人  議員

西
山
町
長

山
田
議
員

知内中から多数の入賞があった
「社明標語入りポスター展」
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と
か
問
題
点
や
課
題
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
初
め

て
改
善
点
や
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
が
把
握
で
き
る

も
の
と
思
い
ま
す
が
。

防
災
訓
練
の
状
況
を
把

握
し
、
可
能
か
ど
う
か

検
討

西
山
町
長　

現
在
、
各
地
区
で

防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

全
体
で
可
能
な
の
か
も
含
め
て
、

今
後
課
題
と
し
て
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

山
田
　
顕
人
　
議
員

近
年
の
積
立
金
残
高
を

見
る
と
、
平
成
２８
年
度

末
で
３０
億
円
、
平
成
２９
年
度
末

で
２６
億
９
千
万
円
、
平
成
３０
年

度
末
で
２５
億
円
と
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
に

お
け
る
現
在
ま
で
の
基
金
繰
入

金
の
予
算
額
は
６
億
５
千
万
円
、

積
立
金
の
予
算
額
１
億
７
千
万

円
か
ら
計
算
す
る
と
、
本
年
度

末
の
積
立
金
残
高
は
２０
億
２
千

万
円
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
毎
年
２
億
か
ら
３
億

円
の
積
立
金
を
取
り
崩
し
、
一

般
会
計
や
特
別
会
計
に
繰
入
れ

し
て
い
く
と
、
単
純
計
算
で
す

が
７
年
か
ら
１０
年
程
で
積
立
金

が
底
を
付
い
て
し
ま
う
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
地
方
交
付
税

も
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
手
法
で
財
源
を
確

保
し
て
い
く
の
か
、
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

効
率
化
に
よ
る
歳
出
削
減

と
財
源
確
保
に
努
め
る

　
　

西
山
町
長　

国
全
体
で
の
地
方

交
付
税
配
分
額
の
減
少
や
国
勢

調
査
人
口
の
減
の
た
め
、
本
町

の
地
方
交
付
税
は
、
平
成
２７
年

度
１９
億
３３
百
万
円
か
ら
本
年
度

は
１６
億
８７
百
万
円
と
減
少
し
て

お
り
、
行
政
運
営
上
必
要
と
な

る
一
般
財
源
が
長
期
的
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
公
共
施
設
や
道
路
橋

梁
の
維
持
費
、
一
部
事
務
組
合

の
負
担
金
等
が
増
加
し
、
財
源

不
足
を
基
金
繰
入
で
賄
う
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
行
政
の
更
な
る
効

率
化
を
進
め
、
歳
出
の
削
減
に

努
め
ま
す
。

歳
入
で
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増

を
見
込
み
、
ま
た
、
消
費
税
ア

ッ
プ
に
対
応
し
た
各
種
料
金
・

手
数
料
の
改
定
や
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
加
対
策
に
取
り
組

み
、
歳
出
で
は
、
物
件
費
５
％

削
減
に
よ
り
毎
年
約
２７
百
万
円

を
節
減
し
、
更
に
今
後
５
年
間

の
１４
名
の
定
年
退
職
に
つ
い
て

は
、
再
任
用
で
新
規
の
職
員
採

用
を
抑
制
し
、
累
計
で
２
億
８９

百
万
円
の
人
件
費
節
減
を
見
込

む
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講

じ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
の

た
め
の
財
源
を
確
保
し
て
い
き

た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加

対
策
を
具
体
的
に

山
田
議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
の

増
加
対
策
に
取
り
組
む
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
対
策
し
て
い
く
の
か
。

積
立
金
に
つ
い
て

西
山
町
長

西
山
町
長

基金残高の推移（年度末）

（単位：千円）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

財政調整基金 492,806 531,483 533,712 488,631 346,308 297,806 183,104 

減 債 基 金 353,278 353,737 354,218 354,702 355,109 280,731 190,381 

特定目的基金 2,480,761 2,433,991 2,382,659 2,354,664 2,259,291 2,059,416 1,969,392 

特別会計基金 55,743 60,418 43,342 32,954 41,486 54,459 157,775 

総 合 計 3,382,588 3,379,629 3,313,931 3,230,951 3,002,194 2,692,412 2,500,652 

山
田
議
員
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

を
２
つ
に
。商
品
数
も
拡
充

ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長　

現
在

検
討
し
て
い
る
の
は
、
紹
介
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト

を
年
内
に
は
二
つ
に
広
げ
、
ま

た
、
商
品
数
に
つ
い
て
も
、
現

在
の
７６
か
ら
、
早
い
段
階
で
１

０
０
品
目
を
目
指
し
、
拡
充
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や

す
た
め
に
応
援
団
を

山
田
議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
を
増
や
す
た
め
に
は
、
当

町
に
も
応
援
団
を
作
っ
て
は
。

「
知
内
ふ
る
さ
と
会
」に
協

力
い
た
だ
き
、
応
援
団
に

西
山
町
長　

東
京
、
札
幌
、
函

館
と
「
知
内
ふ
る
さ
と
会
」
が

あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に

も
協
力
し
、
応
援
団
に
も
な
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
応
援
団

が
よ
り
膨
ら
む
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
。

現
在
、
国
民
健
康
保
険

税
は
、被
用
者
保
険（
報

酬
額
に
よ
り
保
険
料
を
算
定
）

と
違
い
、
世
帯
人
数
す
べ
て
に

均
等
割
が
賦
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
増
え
る
と
子
育
て
世

帯
の
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、

国
や
自
治
体
が
推
進
し
て
い
る

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
と

相
容
れ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

本
町
の
子
育
て
支
援
を
更
に

充
実
さ
せ
る
た
め
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
を

整
え
る
た
め
に
も
、
町
独
自
の

軽
減
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

都
道
府
県
化
が
ス
タ
ー

ト
。資
産
割
廃
止
を
検
討

西
山
町
長　

国
保
税
に
つ
い
て

は
、
平
成
３０
年
度
か
ら
都
道
府

県
化
と
な
り
、
道
と
し
て
も
令

和
５
年
度
を
目
標
に
道
内
の
ど

こ
に
居
住
し
て
も
同
じ
保
険
料

と
な
る
よ
う
、
負
担
の
公
平
化

に
向
け
、
統
一
し
た
保
険
料
率

算
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
町
に
お
い
て
は
、現

在
、
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等

割
、
平
等
割
の
４
方
式
で
算
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
資
産
割
を

廃
止
し
た
３
方
式
で
の
算
定
に

向
け
て
国
保
運
営
協
議
会
で
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

軽
減
策
と
し
て
均
等
割
、
平

等
割
に
つ
い
て
は
、
世
帯
所
得

に
応
じ
７
割
か
ら
２
割
の
軽
減

措
置
が
あ
り
、
子
育
て
世
帯
に

特
化
し
た
軽
減
策
は
被
保
険
者

間
に
不
公
平
感
が
生
じ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
医
療
費
と
給
食
費
の
無

償
化
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
施
策
で
十
分
だ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
更
な
る

支
援
を
展
開
す
る
た
め
の
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
数
が
減
少
。
子

育
て
支
援
に
よ
り
応
援
を

花
井
議
員　
残
念
で
す
が
、
本

町
の
子
ど
も
の
数
は
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
何
と
か
子
ど
も

を
産
み
育
て
た
く
と
な
る
よ
う
、

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

１０
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育

西
山
町
長

山
田
議
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長

国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て

花井泰子  議員

西
山
町
長

〇国民健康保険税額について
　  0歳〜39歳の方	 医療分＋後期高齢者支援金分
　40歳〜64歳の方	 医療分＋後期高齢者支援金分＋介護分
　65歳〜74歳の方	 医療分＋後期高齢者支援金分
		  （ただし、65歳から別途介護保険料が徴収されます）

〇国民健康保険税の税率表 
医療分 介護分 支援金分

所得割 A×8.8％ A×2.0％ A×2.9％ 
A 所得金額から基礎控除（33万円）
を引いた額

資産割 B×44％ B×4.5% B×7.5％ 
B 固定資産税のうち、土地家屋に
係る分の税額

均等割 31,000円 7,500円 9,000円 加入者一人あたり

平等割 32,000円 10,000円 10,000円 世帯ごと

限度額 610,000円 160,000円 190,000円

花
井
議
員
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が
無
償
化
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
町
の
予
算
が
浮
い
た
分
を
子

育
て
支
援
に
回
し
て
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
が
。

子
育
て
支
援
の
財
源
は

歳
出
を
切
り
詰
め
て

西
山
町
長　

給
食
費
無
償
化
に

か
か
る
経
費
が
約
２
千
万
円
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
の
財
源
を

見
越
し
て
充
て
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
か
か
る
財
源

に
つ
い
て
は
、
歳
出
を
切
り
詰

め
る
か
た
ち
で
考
え
て
い
き
た

い
。

花
井
　
泰
子
　
議
員

町
長
は
施
政
方
針
に
お

い
て
、
生
活
困
窮
の
高

齢
世
帯
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
救
済
方
法
や
支
援
に
つ

い
て
検
討
い
て
参
り
た
い
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
半
年
が
経
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
よ
う
な
支
援
が
検
討
さ
れ

て
い
る
か
、
町
長
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

苦
し
い
生
活
状
況
は
十

分
認
識
。
福
祉
灯
油
助

成
額
の
見
直
し
も

西
山
町
長　

高
齢
者
の
生
活
実

態
と
し
て
は
、
国
民
年
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合
、
年
金
額
か

ら
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

保
険
料
を
差
し
引
い
た
額
を
月

平
均
に
す
る
と
、
お
よ
そ
６
万

２
千
円
と
な
り
、
光
熱
水
費
等

の
必
要
経
費
を
支
払
う
と
苦
し

い
生
活
状
況
で
あ
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
高
齢
者
の
生
活
支
援

と
し
て
は
、
福
祉
灯
油
の
助
成

を
行
っ
て
お
り
、
平
成
２９
年
度

に
助
成
額
を
５
千
円
か
ら
１
万

円
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
灯
油
価
格
の
変
動
を
見
極
め

な
が
ら
、
助
成
額
の
見
直
し
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
１０
月
か
ら
の
消

費
税
の
増
税
に
合
わ
せ
て
、
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
が

始
ま
り
、
さ
ら
に
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
な
ど
の
国
の
施

策
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
状

況
を
見
守
り
な
が
ら
、
今
後
の

方
向
性
を
探
る
こ
と
で
考
え
て

い
ま
す
。生

活
困
窮
の
高
齢
世
帯

の
た
め
考
え
て
い
る
こ

と
は

花
井
議
員　
生
活
困
窮
の
高
齢

世
帯
の
た
め
、
具
体
的
に
考
え

て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
お
伺

い
し
ま
す
。

家
庭
菜
園
な
ど
副
収
入

に
繋
が
る
よ
う
環
境
整

備
を

西
山
町
長　

生
活
保
護
に
頼
ら

ず
、
ぎ
り
ぎ
り
生
活
し
て
い
る

方
、
認
知
症
の
親
を
抱
え
な
が

ら
仕
事
を
辞
め
て
介
護
し
て
い

る
方
も
い
ま
す
。
そ
れ
を
考
え

る
と
本
当
に
胸
が
痛
み
ま
す
。

真
っ
先
に
予
算
を
集
中
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
予
算
的
に
も

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
も
手
を
掛
け
て
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
、
家
庭
菜
園
で
作
っ
た
も

の
を
少
し
売
る
な
ど
、
副
収
入

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備

に
つ
い
て
模
索
し
て
お
り
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も

繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

購
入
状
況
は

花
井
議
員　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
の
高

齢
者
が
４
千
円
を
出
し
て
買
う

こ
と
が
で
き
る
の
か
心
配
が
あ

り
ま
す
。
実
際
に
ど
れ
く
ら
い

の
高
齢
者
が
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
買
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
か
。

非
課
税
世
帯
３
割
程
の
申

込
み
に
留
ま
っ
て
い
る

産
業
振
興
課
長　

非
課
税
世
帯

７
２
３
世
帯
、
８
２
１
名
が
対

象
と
し
て
通
知
し
ま
し
た
が
、

西
山
町
長

生
活
困
窮
の
高
齢

世
帯
へ
の
支
援
に

つ
い
て

西
山
町
長

花
井
議
員

西
山
町
長

花
井
議
員

産
業
振
興
課
長
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今
現
在
で
３
割
程
し
か
申
込
み

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
全
国

的
な
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
国

か
ら
も
、
再
度
通
知
す
る
よ
う

指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
低
所
得

者
へ
の
対
策
で
す
が
、
買
う
こ

と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。

日
本
各
地
で
は
、
毎
年

の
よ
う
に
大
き
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
北

海
道
も
ま
た
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
昨
年
９
月
６
日
午
前
３

時
７
分
に
胆
振
東
部
地
震
が
発

生
し
、
直
後
、
北
海
道
全
域
が

停
電
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
に
お

い
て
も
、
い
つ
大
き
な
自
然
災

害
に
直
面
す
る
か
も
知
り
ま
せ

ん
。自

分
や
家
族
の
命
を
守
る
た

め
に
、
町
民
に
と
っ
て
は
避
難

場
所
が
一
番
の
身
を
寄
せ
る
所

と
な
り
ま
す
。
自
然
災
害
の
発

生
時
に
お
け
る
停
電
、
特
に
夜

間
に
お
け
る
避
難
を
想
定
し
た

場
合
、
避
難
場
所
に
太
陽
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
式
の
電
灯
な
ど
の

照
明
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
所

見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
、屋
内
施
設
に
発

電
機
、
照
明
の
配
置
を

西
山
町
長　

現
在
、
避
難
場
所

と
な
っ
て
い
る
各
町
内
会
館
に

は
、
平
成
２６
年
度
に
発
電
機
、

投
光
器
を
配
置
し
、
更
に
ポ
ー

タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
、
毛
布
５０
枚

を
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
避
難

場
所
と
し
て
指
定
し
て
い
る
屋

外
施
設
１０
か
所
に
は
、
停
電
時

に
対
応
す
る
照
明
は
配
置
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
ソ
ー
ラ
ー
式
の
街
路

灯
は
安
価
な
も
の
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
規
模
停
電
が

地
震
、
暴
風
雪
等
の
厳
し
い
気

象
条
件
下
で
の
発
生
を
想
定
す

る
と
、
そ
の
照
度
や
強
度
、
蓄

電
能
力
な
ど
高
度
な
性
能
が
必

要
と
な
り
、
多
額
の
事
業
費
が

要
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
施
設
へ
の
避
難

後
は
、
速
や
か
に
屋
内
施
設
へ

収
容
し
、
安
心
し
て
過
ご
し
て

い
た
だ
く
対
策
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
屋
内
施

設
へ
の
発
電
機
や
照
明
の
配
置

を
重
点
的
に
進
め
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
８
月
に
元
町
地
区
で

行
わ
れ
た
防
災
訓
練
で
は
、
屋

外
へ
長
時
間
避
難
し
た
場
合
の

熱
中
症
や
荒
天
時
の
対
応
等
の

課
題
か
ら
、
テ
ン
ト
や
発
電
機

を
配
置
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

夜
間
停
電
時
の
た
め
ソ
ー

ラ
ー
式
照
明
の
設
置
を

吉
田
議
員　
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
ま
ず
避
難
場
所
へ
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
夜
間
の
停
電
時
、
暗
い
場

所
を
移
動
す
る
の
は
、
慣
れ
た

と
こ
ろ
で
も
大
変
で
す
。

今
、
急
が
れ
る
の
は
、
目
印

と
な
る
ソ
ー
ラ
ー
式
の
照
明
の

設
置
で
す
。
何
と
か
設
置
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

目
印
と
し
て
防
犯
灯
の

設
置
も
一
つ
の
考
え

西
山
町
長　

屋
外
施
設
に
目
印

的
な
も
の
と
し
て
、
防
犯
灯
を

設
置
す
る
の
も
一
つ
の
考
え
方

だ
と
思
い
ま
す
。
設
置
が
考
え

ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
み
れ
ん
峠
、

避
難
場
所
の
整
備

に
つ
い
て

吉田峰一  議員

西
山
町
長

吉
田
議
員

西
山
町
長

津波襲来時の避難所に指定
されている「みれん峠」
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知
内
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

今
、
場
所
を
選
定
し
て
、
設
置

す
る
の
は
厳
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
屋
外
の
避
難
場
所
に

不
足
す
る
も
の
、
目
印
、
熱
中

症
等
の
対
応
も
含
め
、
小
さ
な

プ
レ
ハ
ブ
を
設
置
、
テ
ン
ト
な

ど
を
収
納
し
、
寒
さ
対
策
に
も

備
え
た
も
の
を
整
備
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

我
が
町
に
は
、
北
海
道

か
ら
記
念
保
護
樹
木
に

指
定
さ
れ
て
い
る
３
本
の
樹
木

が
あ
り
、
ま
た
、
町
で
独
自
に

指
定
し
て
い
る
樹
木
（
知
内
町

制
施
行
１０
周
年
記
念
保
護
樹

木
）
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
町

内
に
は
、
そ
れ
ら
の
指
定
さ
れ

て
い
る
樹
木
の
他
に
も
、
指
定

に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が

多
数
あ
り
、
昨
年
、
観
光
協
会

と
知
内
観
光
推
進
機
構
が
協
力

し
、
数
点
の
樹
木
に
つ
い
て
調

査
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
の
魅
力
を
発
信
し
、
観
光

の
推
進
に
役
立
て
る
た
め
、
町

内
に
あ
る
樹
木
や
名
木
の
活
用

が
促
さ
れ
る
よ
う
、
町
に
よ
り

保
護
樹
木
、
記
念
樹
木
な
ど
の

指
定
を
行
い
、
更
に
は
適
切
な

管
理
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
所
見

を
お
伺
い
し
ま
す
。

観
光
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
、

魅
力
発
信
に
役
立
て
る

西
山
町
長　

由
緒
・
由
来
の
あ

る
樹
木
、
ま
た
は
住
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
樹
木
の
う
ち
、
道

の
記
念
保
護
樹
木
３
本
、
町
制

施
行
１０
周
年
記
念
樹
木
１
本
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
町
内
に
は
指
定

に
値
す
る
よ
う
な
樹
木
が
多
数

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
そ

れ
ら
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

観
光
マ
ッ
プ
な
ど
に
掲
載
し
、

町
の
魅
力
発
信
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
保
護
樹
木
な
ど
の
指

定
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
制
定

が
必
要
か
否
か
を
今
後
検
討
し
、

適
切
な
管
理
を
行
い
、
後
世
に

残
し
て
い
け
る
よ
う
樹
木
の
保

全
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

樹
木
の
保
存
に
手
を
掛

け
、
町
の
財
産
と
し
て

大
切
に

五
十
嵐
議
員　
道
か
ら
指
定
さ

れ
て
い
る
樹
木
や
、
町
の
指
定

に
値
す
る
樹
木
の
中
に
は
、
枯

れ
死
寸
前
の
も
の
や
、
枯
れ
枝

が
多
く
見
る
の
も
辛
す
ぎ
る
も

の
な
ど
、
す
ぐ
に
で
も
手
を
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
樹
木
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

樹
木
の
保
存
や
指
定
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
伴
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
財
産

と
し
て
大
切
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
協
力
は
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
前
向
き

な
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

保
存
で
き
る
樹
木
は
保

存
し
、
伝
え
て
い
き
た

い

西
山
町
長　

由
緒
あ
る
樹
木
が

多
数
あ
る
中
で
、
ど
の
樹
木
を

選
定
す
る
か
は
別
に
し
て
、
大

事
に
保
存
で
き
る
も
の
は
保
存

し
、
伝
え
て
い
き
た
い
。

我
が
町
独
自
の
樹

木
、
名
木
の
指
定

に
つ
い
て

五十嵐捷爾  議員

西
山
町
長

西
山
町
長

五
十
嵐
議
員

北海道から記念保護樹に指定されている荒神社の黒松
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